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【研究活動の要約】 

 3年計画の 2年目の今年度は、雲ケ畑地区に関する写真資料などを報告書にまとめるとともに、コロ

ナが伝統行事やコミュニティに与えた影響についてアンケート調査を実施するとともに、京都市内の新

たな地域行事によってコミュニティの場づくりを実践されている左京区の活き活き市民活動センター

へのヒアリング、および地域文化財の活用をコミュニティ維持につなげている先行事例として長野県松

本市へのヒアリング（オンライン）をおこなうことで、山間地区コミュニティの維持方策のアイデアを

収集してきました。 

【研究活動の成果】 

 雲ケ畑地区に関する報告書では、ひと昔前の地域の暮らしぶりや出来事をしることのできる地域に残

る写真資料を集めて紹介しています。写真は、地域コミュニティや行事を知る重要な資料です。 

 左京区の伝統行事（指定文化財）の保存会へのアンケート調査では、多くの伝統行事がコロナの影響

をうけて中止や内容の一部変更となったことがわかりました。保存会内でさまざまに意見交換をして、

苦渋の決断をされた団体が多かったようです。思わぬ外的要因からではありますが、伝統行事がこうし

た構成員の意見や思いのなかで続けられてきたことが、改めて浮かび上がりました。 

 また、伝統行事が地域づくりやコミュニティの維持にとって重要であると考えておられる割合が高い

一方で、伝統行事を維持する構成員の不足が大きな課題と考えておられる割合も高くなっています。つ

まり、伝統行事の維持とコミュニティの維持はまさに両輪であって、両方を見据えた方策を検討するこ

との重要性が示されたように思います。 

【研究成果の還元】 

 

東昇・中村治編『京都府立大学文化遺産叢書第 22 集 あのころの雲ヶ畑－京都雲ヶ畑写真資料調査

報告－』（府大図書館で閲覧可） 

 

【お問い合わせ先】 文学部 歴史学科 准教授 上杉 和央 

          Tel: 075-703-5278   E-mail: kuesugi@kpu.ac.jp 



参考（イメージ図、活動写真等） 

 

左京区の伝統行事（指定文化財）の保存会 25団体へのアンケートへの結果（抜粋） 

※有効回答数 23  
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